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第
十
九
条
の
二
中
第
十
一
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項
に
は
、
国
際
会
議
場
施
設
そ
の
他
の
都
市
の
国
際
競
争
力
の

強
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
（
第
三
十
条
に
お
い
て
「
国
際
競
争
力
強
化
施
設
」

と
い
う
。）の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
第
十
九
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
八
第
二
項
、
第
十
九
条
の
九
第
二
項
、第
十
九
条
の
十
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
一
第
二
項
中「
第

十
九
条
の
二
第
十
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
十
三
第
一
項
中
「
備
蓄
倉
庫
」
の
下
に
「
、
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
（
非
常
用
の
電
気
又
は
熱
の

供
給
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
十
八
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
次
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
三
月
」
を
「
二
月
」
に
、「
四
十
五
日
」
を
「
一
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
ロ
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、

第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
、
民
間
都
市
開
発
法
第
十
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
及

び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
」
と
」を
削
り
、「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
二
号
」
を
削
る
。

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
民
間
都
市
開
発
法
の
特
例
）

第
三
十
条

民
間
都
市
開
発
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
民
間
都
市
開
発
事
業
で
あ
っ
て
認
定
事
業

（
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
十
九
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
国
際
競
争
力
強
化
施
設
を
有
す
る

建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
同
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中

「
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
、「
と
い
う
。）並
び
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
整

備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
国
際
競
争
力
強
化
施
設
」
と
す
る
。

第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条

削
除

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
第
百
九
条
第
二
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、「（
十
分
の
四
十
以
上
の
数
値
を

定
め
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
建
ぺ
い
率
」
を
「
建
蔽
率
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を「
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
は
、
十
分
の
四
十
以
上
の
数
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
地
区
の
区
域
を
区
分
し
て
同
項
の
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
を
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
区
の

区
域
を
区
分
し
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
の
数
値
に
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の
定
め
ら
れ
た
区
域

の
面
積
を
乗
じ
た
も
の
の
合
計
を
当
該
地
区
の
全
体
の
面
積
で
除
し
て
得
た
数
値
が
十
分
の
四
十
以
上
で
あ
る
こ

と
を
も
っ
て
足
り
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
内
に
お
い
て
都
市
の
国
際
競
争
力
の
強
化
」を「
都

市
の
再
生
に
貢
献
し
、
土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
高
度
利
用
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
十
三
第
一
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
次
条
第

一
項
」
を
「
以
下
こ
の
節
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
七
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
四
款

非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定

第
四
十
五
条
の
二
十
一

土
地
所
有
者
等
は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
に
記
載
さ
れ

た
第
十
九
条
の
十
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
整
備

又
は
管
理
に
関
す
る
協
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
」
と
い
う
。）を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
内
の
一
団
の
土
地
の
区
域
内
に
借
地
権
等
の
目
的
と
な
っ

て
い
る
土
地
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
地
権
等
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
の
合
意
を
要
し

な
い
。

２

非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
の
目
的
と
な
る
土
地
の
区
域
及
び
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
位
置

二

前
号
の
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
及
び
そ
の
属
す
る
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準

三

次
に
掲
げ
る
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
必
要
な
も
の

イ

第
一
号
の
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
規
模

ロ

第
一
号
の
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
制
御
及
び
作
動
状
態
の
監
視
に
関
す
る
事
項

ハ

そ
の
他
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項

四

非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
の
有
効
期
間

五

非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

３

前
節
（
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第

二
項
各
号
」
と
、「
協
定
区
域
に
」
と
あ
る
の
は
「
協
定
区
域
（
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
第
一
号
の
土
地
の

区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
」
と
、
同
項
並
び
に
第
四
十
五
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
都
市
再
生
歩

行
者
経
路
の
」
と
あ
る
の
は
「
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
の
」
と
、
第
四
十
五
条
の
四
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四

十
五
条
の
二
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
各
号
」
と
、
第
四
十
五
条
の
七
及
び

第
四
十
五
条
の
十
中
「
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

４

建
築
主
事
を
置
か
な
い
市
町
村
の
市
町
村
長
は
、
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
協
定
に
つ
い
て
前
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
十
五
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十
五
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
認
可
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
十
五
条
の
二
第
四
項
又
は
第
四
十
五
条
の
五
第
一
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
の
三
第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
添
え
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
六
条
中
第
十
六
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十
五
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
十
四
項
を
第
十
七
項
と
し
、
第

十
三
項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

16

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
同
項
第
一
号
の
区
域
内
に
あ
る
低
未
利
用
土
地
（
居
住
の
用
、
業
務
の

用
そ
の
他
の
用
途
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
は
そ
の
利
用
の
程
度
が
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
同
一
の
用
途
若

し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
の
利
用
の
程
度
に
比
し
著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

土
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
そ
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
居
住
者
等
利
用
施

設
（
緑
地
、
広
場
、
集
会
場
そ
の
他
の
都
市
の
居
住
者
そ
の
他
の
者
の
利
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
っ
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
整
備
及
び
管
理
が
必
要
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
区
域
並
び

に
当
該
居
住
者
等
利
用
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
中
第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

12

第
二
項
第
二
号
イ
若
し
く
は
ヘ
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
都
市

公
園
に
お
け
る
自
転
車
駐
車
場
、
観
光
案
内
所
そ
の
他
の
都
市
の
居
住
者
、
来
訪
者
又
は
滞
在
者
の
利
便
の
増
進

に
寄
与
す
る
施
設
等
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
設
置
（
都
市
公
園
の
環
境
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め

の
清
掃
そ
の
他
の
措
置
で
あ
っ
て
当
該
施
設
等
の
設
置
に
伴
い
必
要
と
な
る
も
の
が
併
せ
て
講
じ
ら
れ
る
も
の
に

限
る
。）に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

13

市
町
村
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
に
前
項
の
施
設
等
の
設
置
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
市
公
園
の
公
園
管
理
者
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
十
六
条
第
十
五
項
後
段
（
同
条
第
十
六
項
」
を「
第
四
十
六
条
第
十
八
項
後
段（
同

条
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。

第
五
章
第
三
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
五
款

都
市
公
園
の
占
用
の
許
可
の
特
例

第
六
十
二
条
の
二

第
四
十
六
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
都
市
再
生
整
備
計
画
が
同
条
第
十
八

項
前
段
（
同
条
第
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

当
該
都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
く
都
市
公
園
の
占
用
に
つ
い
て
都
市
公
園
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
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